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裏表紙紹介
　裏表紙写真（左）は、令和２年５月に開館した「いわき震災伝承みらい館」で開催した、奇跡のピアノ音
楽会です。東日本大震災で津波に襲われ被災した豊間中学校の体育館にあったグランドピアノは、海水と砂
まみれになりながらも、市内の調律師の懸命な修理によってよみがえり、「奇跡のピアノ」と呼ばれるよう
になりました。
　裏表紙写真（右）は、いわき市の北に位置する久之浜・大久地区で震災後、毎年開催されている「東日本
大震災久之浜・大久地区追悼慰霊行事」です。毎年色鮮やかな花が供えられ、亡くなられた大切な方のご冥
福をお祈りするとともに、これからを生きる方々が未来に向けた想いやメッセージを綴っています。

表紙紹介
　表紙写真は、令和３年３月に全線開通した復興サイクリングロード「いわき七

ななはま
浜海

かいどう
道」です。いわき市

の海岸線は約60キロメートルあり、いわき七浜海道は、本市の北から南を結ぶ久之浜防災緑地から勿来の
関公園までの総延長約53キロメートルのサイクリングロードで、復旧・復興事業によって整備された防潮
堤や既存の道路などを活用して整備しました。白砂青松が広がる本市特有の美しい海岸線を楽しむことが
できます。
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　大地震や大津波、原発事故など、これまで経験したことのない複合災害に見舞われた東日本大震

災から10年。この大震災により犠牲になられた方々に対しまして、深く哀悼の意を表しますととも

に、心よりご冥福をお祈り申し上げます。

　本市は、市民の皆様の並々ならぬご努力はもとより、献身的な活動をしていただいた数多くの関

係者の皆様のおかげで、震災からの復旧・復興への歩みを着実に進めてまいりました。

　改めて、これまでのご尽力に深く敬意を表しますとともに、物心両面にわたるご支援に対しまし

て、厚く御礼を申し上げます。

　これまでの着実な歩みが形となり、生活基盤の整備は概ね完了しており、現在は、津波被災地域

のコミュニティの再生や心のケア、原子力災害に起因する課題への対応等に注力しているところで

す。

　この震災からの復興の途上で、本市は、令和元年東日本台風等の大規模な自然災害に再び見舞わ

れ、さらに現在は、新型コロナウイルス感染症という世界的な危機に直面しております。

　本市はこれまでも、こうした幾多の困難な局面を迎えるたびに、先人の叡
え い ち

智と努力により、力強

くしなやかに立ち上がってまいりました。今後も、復興の先を見据え、これらの課題に全力を挙げ

て取り組んでいくとともに、これまでご支援や励ましをいただいた多くの皆様との「絆」を大切に

しながら、市民の皆様をはじめ多様な主体の皆様と力を合わせて、この危機を乗り越え「住んで良

かった、住み続けたい」と思える故
ふるさと

郷の「いわき新時代」をしっかりと築いてまいります。

　本市では、震災から10年を迎えるに際し、被害の全容や復旧・復興・創生に向けた取組みを総括

した『ふるさとの復旧・復興・創生を未来に紡いで　いわき市・東日本大震災の10年』を本年３月

に刊行いたしました。今回刊行した本誌は、震災から10年を経過した今、後世に伝えていきたい

様々な「記憶」や「想い」を、復旧・復興・創生にご尽力いただきました皆様から寄稿していただ

き取りまとめたものです。

　全国的にも近年、激甚災害が多発しておりますが、本誌が今後の防災対策や災害発生時の対応の

一助となるとともに、震災で得た貴重な教訓や多くの皆様と築き上げてきた「絆」が将来にわたる

連携・協力の契機となり、安全・安心なまちづくり等に少しでもお役に立てば幸いです。

　結びに、本誌の刊行に当たり、ご多忙の中、大変貴重な「記憶」や「想い」をお寄せいただきま

した皆様に心から感謝を申し上げます。

　令和３年７月

～震災から10年を経過した今、

　後世に伝えたい「記憶」や「想い」～

いわき市長　清　水　敏　男

【発刊にあたって】
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